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抑
留
記 

福
井
県 

 

増 

田 

武 

也 
 
 

 

 
 

一
、
出
生
か
ら
入
隊 

①
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
二
十
三
日 

福
井
県
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
ま
れ
る 

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月 

岡
本
尋
常
高
等
小
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校
に
入
学 

昭
和
八
年
四
月 

岡
本
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
に
入 

 
 

 
 

 
 

 

学 

昭
和
十
年
三
月 

同
小
学
校
卒
業 

昭
和
十
一
年
四
月 

鯖
江
市
三
工
眼
鏡
製
造
会
社
に
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

社 

昭
和
十
四
年
十
二
月 

鯖
江
第
三
六
連
隊
十
中
隊
に
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

隊 

昭
和
十
五
年
十
月 

連
隊
旗
と
共
に
渡
満
、
新
京
溝
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
五
部
隊 

昭
和
十
五
年
十
二
月 

ハ
ル
ピ
ン
第
二
八
八
部
隊
那
須 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

隊 

昭
和
十
六
年
三
月 

フ
ラ
ル
キ
第
四
三
部
隊
片
山
隊 

昭
和
十
六
年
六
月 

ハ
ル
ピ
ン
豊
五
六
三
四
部
隊 

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日 

東
京
東
部
第
六
部
隊 

昭
和
十
八
年
一
月
四
日 

除
隊 

②
父
、
母
、
兄
、
私
、
弟
二
人
、
妹
、
七
人
家
族 

兄
弟
等
五
人
で
眼
鏡
枠
製
造
工
場
を
造
り
、
そ
れ
に
従

事
す
る
。 

昭
和
十
九
年
に
は
男
四
人
と
も
軍
隊
へ
入
る
。
父
は
病

に
伏
す
。 

 

 
 

二
、
ソ
連
侵
攻
前 

①
昭
和
十
九
年
七
月
十
七
日 

召
集
で
敦
賀
連
隊
中
部
第 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

三
六
部
隊
入
隊 

昭
和
十
九
年
九
月 

北
方
派
遣
催
一
二
六
二
六
部
隊 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

南
千
島
色
丹
サ
キ
ム
イ 

②
色
丹
島
に
て
一
個
大
隊
、
今
井
第
一
中
隊 

三
田
村
第

二
中
隊 

内
藤
第
三
中
隊 

牧
山
機
関
銃
隊 

歩
兵
砲

隊 
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装
備
は
小
銃
、
軽
機
関
銃
、
重
機
関
銃
、
歩
兵
砲 

 

 
 

三
、
ソ
連
侵
攻 

①
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
、
色
古
丹
島
穴
馬
港
に
ソ
連
軍

が
ア
メ
リ
カ
の
船
で
威
嚇
射
撃
し
な
が
ら
進
駐
せ
り
。 

②
部
隊
は
終
戦
と
聞
き
、
食
糧
、
武
器
そ
の
他
全
部
日
本

へ
返
す
べ
く
港
に
集
め
た
と
こ
ろ
へ
上
陸
し
、
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
り
自
動
小
銃
で
脅
し
な
が
ら
今
す
ぐ
港
に
集
ま

れ
と
言
い
な
が
ら
島
中
走
り
回
っ
た
。
我
ら
は
丸
腰
だ

か
ら
無
抵
抗
で
港
の
広
場
に
集
め
ら
れ
、
ソ
連
兵
士
の

監
視
の
も
と
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
。 

 

 
 

四
、
終
戦 

①
終
戦
の
詔
勅
は
、
我
ら
一
個
小
隊
は
サ
キ
ム
イ
の
小
さ

な
港
部
落
に
い
て
、
本
部
よ
り
十
五
日
に
無
条
件
降
伏

と
聞
き
、
皆
た
だ
呆
然
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
我
々
は

ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
一
度
も
負
け
た
事
も
な
い
日
本

は
ど
う
な
る
の
か
。 

②
翌
日
本
部
に
集
合
し
て
大
隊
長
よ
り
「
戦
い
は
終
わ
っ

た
、
今
か
ら
内
地
へ
帰
る
用
意
を
す
る
、
兵
器
、
食
料
、

全
部
穴
馬
港
へ
運
搬
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
毎
日

縄
モ
ッ
コ
で
運
ん
だ
り
色
々
役
割
分
担
を
し
て
後
片
付

け
に
大
変
だ
っ
た
。 

③
軍
か
ら
の
解
放
は
な
か
っ
た
。 

④
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
、
色
丹
島
へ
上
陸
し
た
ソ
連
兵

は
部
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
ソ
連
兵
三

人
、
自
動
小
銃
で
威
嚇
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
港
に
集
ま

れ
と
島
中
追
い
立
て
回
っ
た
。
全
員
港
に
集
合
し
三
日

間
、
港
の
砂
の
上
で
監
視
さ
れ
、
夜
も
ご
ろ
寝
で
ト
イ

レ
の
外
は
動
け
な
い
。
そ
の
間
に
使
役
に
出
さ
れ
、
港

に
積
み
上
げ
た
武
器
、
食
料
を
全
部
船
に
載
せ
、
我
々

（
ソ
連
兵
）
は
今
か
ら
日
本
へ
送
る
、
早
く
船
に
乗
れ

と
言
わ
れ
、
隊
長
以
下
皆
乗
る
。
将
校
は
帯
刀
の
ま
ま

だ
が
、
我
々
は
丸
腰
だ
っ
た
。 

⑤
色
丹
島
の
人
達
は
た
だ
呆
然
と
し
て
、
何
が
な
ん
だ
か

分
か
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
島
の
朝
鮮
の
人
の
話
で
は

｢

兵
隊
さ
ん
よ
、
皆
ソ
連
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
よ｣

と
話

し
て
く
れ
た
が
本
気
に
し
な
か
っ
た
。
島
民
は
そ
の
時
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点
で
は
何
も
被
害
は
受
け
な
か
っ
た
。 

 

 
 

五
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
の
旅 

①
九
月
十
日
、
ソ
連
軍
の
命
令
で
船
は
真
夜
中
に
出
港
で

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
朝
に
な
っ
て
見
る
と
南
下
せ
ず
一

路
北
上
す
る
。
皆
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ
出
し
た
と
き
は
も
う

マ
ス
ト
に
機
関
銃
が
据
え
ら
れ
、
騒
ぐ
な
と
脅
す
。
大

隊
長
達
が
話
し
合
い
さ
れ
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
十

四
日
に
沿
海
州
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
に
上
陸
さ
せ
ら
れ
る
。 

②
少
し
歩
か
さ
れ
、
駅
で
上
下
二
段
の
有
蓋
貨
車
に
五
十

人
ぐ
ら
い
ず
つ
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
入
れ
ら
れ
て
、

明
か
り
も
な
く
、
ト
イ
レ
も
な
く
、
い
つ
と
な
く
走
っ

た
り
止
ま
っ
た
り
。
食
事
も
水
も
な
く
、
雑
嚢
の
中
の

生
米
だ
け
食
べ
て
み
た
が
さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
。
中
に
ロ

ー
ソ
ク
を
持
っ
て
い
た
者
が
い
て
飯
盒
の
中
で
炒
っ
て

食
べ
た
が
、
炒
る
の
に
時
間
が
か
か
り
と
て
も
駄
目
だ

っ
た
。
駅
で
な
い
野
原
で
止
ま
る
と
ト
イ
レ
に
ダ
ワ
イ

と
見
張
り
付
き
で
野
に
す
る
。
そ
の
時
は
必
ず
代
わ
る

代
わ
る
危
険
物
調
べ
と
言
っ
て
小
刀
を
は
じ
め
時
計
、

万
年
筆
、
薬
な
ど
取
り
上
げ
る
。
隠
す
所
も
な
く
身
の

細
る
思
い
だ
っ
た
。 

③
何
し
ろ
走
っ
た
り
、
駅
で
な
く
野
原
で
止
ま
っ
た
り
で
、

中
は
暗
く
身
体
は
疲
れ
、
う
と
う
と
と
し
て
五
日
程
走

っ
た
と
思
う
頃
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
降
ろ
さ
れ
た

所
は
確
か
沿
海
州
の
ム
ー
リ
ン
で
、
駄
々
広
い
野
原
に

収
容
所
が
あ
り
、
寒
い
野
原
に
五
、
六
時
間
余
り
座
ら

さ
れ
、
一
人
ず
つ
名
前
を
書
類
に
書
き
入
れ
て
の
私
物

検
査
。
、
そ
の
長
い
間
に
持
っ
て
来
た
米
を
飯
盒
で
炊
い

て
み
ん
な
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
の
が
最
後
の
思
い
出
と

な
っ
た
。
後
で
分
か
っ
た
事
だ
が
、
こ
こ
ま
で
で
止
ま

っ
て
二
、
三
貨
車
、
ま
た
止
ま
っ
て
、
二
、
三
貨
車
と

降
ろ
さ
れ
て
来
た
の
で
、
皆
と
は
ど
こ
で
別
れ
た
の
か

分
か
ら
な
い
。 

 

 
 

六
、
抑
留
地
の
生
活 

①
シ
ベ
リ
ア
に
第
二
の
鉄
道
を
造
る
と
か
で
、
そ
の
線
路

に
沿
っ
て
収
容
所
を
建
て
て
作
業
を
さ
せ
た
の
だ
。
半

年
後
頃
よ
り
身
体
検
査
で
裸
に
さ
れ
お
尻
を
つ
ま
ん
で
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引
っ
ぱ
ら
れ
、
そ
の
具
合
で
一
級
、
二
級
、
三
級
を
作

り
、
級
ご
と
に
作
業
を
変
え
た
り
他
の
収
容
所
へ
送
ら

れ
た
り
で
、
同
じ
中
隊
の
人
達
と
も
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、

と
て
も
さ
み
し
い
毎
日
だ
っ
た
。
ま
た
、
外
の
収
容
所

も
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
送
ら
れ
て
来
た
者
も
ど
こ

だ
っ
た
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
親
し
い
友
と
も
別

れ
別
れ
に
な
り
、
も
う
会
う
事
も
で
き
な
か
っ
た
。 

②
収
容
所
は
新
し
い
が
水
が
出
な
い
の
で
、
一
キ
ロ
も
遠

く
か
ら
馬
車
で
水
を
運
ぶ
の
で
炊
事
用
だ
け
で
、
我
ら

は
洗
面
も
お
風
呂
も
翌
年
の
五
月
ま
で
で
き
な
か
っ
た
。

洗
濯
も
で
き
ず
着
の
身
着
の
ま
ま
だ
か
ら
、
皆
シ
ラ
ミ

が
発
生
。
そ
れ
に
私
は
上
の
段
に
い
た
の
で
南
京
虫
に

刺
さ
れ
夜
も
楽
に
寝
ら
れ
ず
、
ま
た
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と

起
き
上
が
り
シ
ラ
ミ
潰
し
で
大
変
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち

衣
類
の
熱
風
消
毒
を
考
え
全
員
行
っ
た
が
卵
は
死
な
な

い
。
毎
日
行
っ
て
段
々
少
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
今
度

は
陰
毛
に
発
生
し
た
。
中
に
床
屋
さ
ん
が
い
て
所
長
に

頼
み
カ
ミ
ソ
リ
を
も
ら
い
剃
っ
て
も
ら
っ
た
。
入
浴
は

五
月
頃
か
ら
で
き
た
が
桶
一
杯
の
お
湯
で
身
体
を
洗
う
。

そ
れ
も
一
週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
だ
。
ソ
連
兵
が
先
に
お

湯
を
使
う
の
で
我
ら
は
当
た
り
が
少
な
い
。
発
疹
チ
フ

ス
は
な
か
っ
た
。 

③
一
つ
の
建
物
の
中
に
五
十
人
の
作
業
班
が
四
班
で
二
百

人
、
同
じ
建
物
が
四
つ
あ
り
八
百
人
程
と
思
い
ま
す
。 

  
 

七
、
労 

役 

①
約
一
キ
ロ
程
歩
い
た
と
こ
ろ
の
林
の
中
に
移
動
が
で
き

る
薪
火
力
製
材
所
が
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
に
も
う
一
本
鉄

道
を
造
る
の
だ
と
枕
木
造
り
の
作
業
。
林
の
中
か
ら
馬

で
丸
太
を
引
い
て
く
る
者
、
枕
木
の
長
さ
に
ピ
ラ
（
二

人
引
き
の
鋸
）
で
切
る
者
、
ボ
イ
ラ
ー
で
枕
木
を
引
く

者
、
そ
れ
を
運
ぶ
者
、
ボ
イ
ラ
ー
の
薪
を
造
る
者
な
ど

い
た
が
、
零
下
三
五
度
～
四
〇
度
に
な
る
の
で
ボ
イ
ラ

ー
が
冷
え
る
と
温
度
を
上
げ
る
の
に
大
変
な
の
で
昼
夜

三
交
代
。
夜
に
当
た
る
と
寒
さ
が
大
変
。
私
は
ボ
イ
ラ

ー
係
で
温
度
が
上
が
ら
な
い
と
機
械
が
止
ま
る
。
乾
い

た
薪
を
入
れ
る
と
良
い
の
だ
が
、
薪
造
り
は
外
の
人
達

で
生
木
の
薪
を
造
る
の
で
火
力
が
出
な
い
。
上
が
る
ま
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で
休
憩
で
そ
の
間
暖
を
取
る
。
監
督
が
ノ
ル
マ
が
上
が

ら
な
い
の
で
怒
鳴
る
が
、
乾
い
た
木
が
少
な
い
。
ノ
ル

マ
は
半
分
だ
が
寒
い
の
で
仕
方
が
な
い
。 

 
一
カ
月
程
作
業
す
る
と
木
が
な
く
な
り
、
二
キ
ロ
余

り
歩
い
て
木
の
切
り
出
し
に
通
う
。
木
を
切
り
倒
す
者
、

あ
る
長
さ
に
切
る
者
、
二
、
三
人
が
肩
で
線
路
ま
で
運

ぶ
者
、
皆
体
が
疲
れ
て
い
る
の
で
小
さ
い
石
や
木
屑
で

も
つ
ま
づ
く
や
ら
、
倒
れ
る
木
を
見
て
も
逃
げ
切
れ
ず

怪
我
を
す
る
者
が
出
る
。
時
間
に
な
っ
て
も
ノ
ル
マ
は

で
き
ず
監
視
兵
は
「
ダ
モ
イ
」
と
言
う
。
監
督
は
「
ま

だ
駄
目
」
と
毎
日
の
ご
と
く
小
言
、
だ
ら
だ
ら
帰
る
。

一
番
辛
い
の
は
夜
中
に
そ
の
木
材
を
貨
車
に
積
み
込
む

作
業
。
寒
い
の
に
起
こ
さ
れ
二
時
間
程
で
帰
る
が
、
冷

え
て
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
。
翌
日
は
一
時
間
だ
け

遅
く
ま
た
作
業
に
出
さ
れ
る
事
が
何
回
も
あ
っ
た
。 

②
朝
八
時
整
列
、
人
員
点
呼
。
監
督
と
小
銃
持
ち
の
兵
一

人
、
タ
ポ
ル
（
斧
）、
ピ
ラ
（
鋸
）
を
一
人
一
個
ず
つ
持

ち
作
業
所
へ
。
初
め
の
う
ち
は
ノ
ル
マ
も
軽
い
の
で
早

く
済
ま
せ
て
休
む
と
「
ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
や
れ
」

と
、
五
時
ま
で
ダ
モ
イ
で
き
な
い
。
翌
日
か
ら
ノ
ル
マ

が
増
え
る
の
で
疲
れ
な
い
よ
う
に
時
間
い
っ
ぱ
い
に
し

た
。 

③
ノ
ル
マ
は
初
め
の
う
ち
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
す

れ
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
、
で
は
、
と
が
ん

ば
っ
て
早
く
三
時
頃
済
み
休
憩
す
る
と
監
督
が
来
て
、

「
ま
だ
時
間
が
来
な
い
、
仕
事
ダ
ワ
イ
」
と
五
時
ま
で

休
め
な
い
。
翌
日
か
ら
そ
の
分
ノ
ル
マ
が
多
く
な
る
。

仕
方
な
く
時
間
い
っ
ぱ
い
身
体
に
無
理
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
考
え
た
。
ノ
ル
マ
が
で
き
た
時
は
人
数
の
四
分

の
一
程
、
朝
の
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
が
四
〇
〇
グ
ラ

ム
出
る
が
、
皆
で
少
し
ず
つ
切
り
分
け
て
食
べ
た
。 

④
監
督
は
一
人
だ
か
ら
目
の
届
か
な
い
者
が
話
し
合
い
で

色
々
工
夫
し
た
。
昨
日
の
木
を
入
れ
た
り
昨
日
の
側
に

積
ん
で
誤
魔
化
し
た
り
し
た
が
、
毎
日
と
な
る
と
き
つ

い
の
で
困
っ
た
。 

⑤
収
容
所
第
一
日
目
は
私
が
食
事
係
長
を
受
け
た
の
で
各

小
隊
よ
り
使
役
を
出
し
、
食
事
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の

粉
と
塩
鰊
の
ス
ー
プ
の
分
配
を
行
っ
た
が
沢
山
で
余
る
。
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余
す
と
明
日
か
ら
少
な
く
す
る
と
言
わ
れ
無
理
し
て
食

べ
た
。
翌
日
か
ら
作
業
だ
っ
た
が
、
下
痢
で
大
変
だ
っ

た
。
製
材
所
は
移
動
式
の
ボ
イ
ラ
ー
で
薪
を
焚
き
蒸
気

で
丸
鋸
を
回
す
、
そ
の
運
転
を
さ
せ
ら
れ
た
。
寒
い
の

で
板
を
二
重
に
囲
い
、
中
で
ボ
イ
ラ
ー
の
火
を
焚
く
の

で
中
は
暖
か
い
。
外
の
隊
員
達
は
薪
切
り
や
製
材
作
業

で
寒
い
。
申
し
訳
な
い
の
で
代
わ
り
た
い
が
、
運
転
に

馴
れ
た
私
を
ロ
助
が
代
え
な
い
。
そ
の
上
ノ
ル
マ
も
つ

け
て
く
れ
た
が
皆
に
分
け
た
。 

  

八
、
抑
留
者
の
統
制
管
理 

①
一
年
目
の
夏
頃
か
ら
全
員
の
体
力
が
落
ち
た
の
で
ソ
連

の
女
医
の
検
査
が
あ
り
、
裸
で
お
尻
の
皮
を
摘
ま
ん
で

み
て
一
級
（
重
労
働
）
・
二
級
（
中
労
働
）
・
三
級
（
軽

労
働
）・
四
級
（
オ
カ
、
休
み
）
と
な
り
、
級
ご
と
に
組

替
え
て
作
業
を
す
る
。 

②
二
年
目
に
入
る
と
一
級
ば
か
り
集
め
外
の
コ
ロ
ナ
（
収

容
所
）
に
送
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
内
容
ご
と
の

コ
ロ
ナ
に
送
っ
た
り
迎
え
た
り
で
、
終
戦
時
一
緒
に
い

た
友
と
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

③
ソ
連
の
や
り
方
は
分
か
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
内
の
病
室
は

人
数
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
凍
傷
や
怪
我
が
大
分
悪

く
て
も
入
れ
て
く
れ
な
い
が
、
病
室
が
空
だ
と
朝
、
作

業
点
呼
の
時
医
師
が
見
て
回
り
、
顔
色
で
何
人
か
入
室

さ
せ
る
。 

④
入
ソ
一
カ
月
程
は
日
本
の
将
校
が
来
て
宮
城
遥
拝
と
体

操
を
し
た
が
、
後
に
は
そ
の
将
校
も
見
な
く
な
っ
た
。

た
だ
ご
ろ
寝
で
体
を
休
め
る
だ
け
で
気
力
な
か
っ
た
。 

⑤
朝
夕
の
点
呼
は
寒
い
の
に
五
列
に
並
び
日
本
の
隊
長
が

数
え
て
報
告
す
る
が
本
気
に
し
な
い
。
ま
た
ロ
助
が
数

え
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
皆
寒
い
の
で
足
踏
み
す
る

と
列
が
乱
れ
な
お
分
か
ら
な
い
。
ま
た
室
内
に
病
人
が

い
て
も
皆
出
さ
れ
る
。
今
度
は
五
人
ず
つ
離
し
て
は
数

え
る
、
時
に
は
三
十
分
程
も
か
か
る
。 

 

作
業
場
へ
の
往
復
に
は
ソ
連
兵
の
監
視
付
き
で
、
作

業
場
で
も
少
し
遠
く
へ
行
く
と
怒
鳴
る
。
ま
た
ト
イ
レ

で
寒
い
の
で
ズ
ボ
ン
の
ボ
タ
ン
が
手
が
凍
え
て
掛
け
る

の
に
時
間
が
か
か
る
と
怒
鳴
る
。
時
に
は
空
砲
を
撃
っ
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て
脅
す
。
ソ
連
兵
は
簡
単
に
小
銃
を
撃
つ
の
で
驚
く
ば

か
り
で
す
。 

⑥
着
衣
は
軍
服
を
着
た
そ
の
ま
ま
で
、
作
業
も
夜
寝
る
時

も
そ
の
ま
ま
、
着
替
え
も
な
く
引
っ
か
け
傷
が
で
き
て

も
糸
も
な
い
、
汚
れ
て
も
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
厳
寒
に

な
る
と
足
は
ソ
連
製
の
ベ
ー
ジ
ン
キ
と
言
う
動
物
の
毛

を
圧
縮
し
た
長
靴
で
、
氷
の
上
で
も
滑
ら
な
い
で
歩
け

る
。
ま
た
中
に
ボ
ロ
を
巻
き
、
中
が
濡
れ
る
と
夜
干
し

て
翌
日
ま
た
使
用
し
た
。
手
は
ウ
サ
ギ
の
皮
で
作
っ
た

親
指
だ
け
動
く
大
手
袋
を
着
用
し
た
。
ま
た
外
套
も
貸

し
て
く
れ
た
が
大
き
い
の
や
ら
長
い
の
や
ら
、
ま
た
汚

れ
た
の
や
ら
傷
付
き
や
ら
、
情
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。 

⑦
食
事
は
朝
は
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
粉
と
塩
鰊
の
ス
ー
プ
を
飯
盒
の
中
蓋
に
一
杯
、
そ
の

ス
ー
プ
も
運
次
第
。
初
め
に
貰
え
る
時
は
鰊
二
切
れ
程

と
ス
ー
プ
も
ど
ろ
り
と
濃
い
が
、
後
番
に
な
る
と
鰊
も

な
く
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
、
ア
ム
ー
ル
川
の
水
だ
と
あ
き

れ
る
。
昼
食
は
作
業
場
へ
大
豆
ば
か
り
煮
た
主
食
が
鯖

缶
に
一
杯
と
ス
ー
プ
一
杯
、
夕
飯
も
同
じ
。
そ
の
主
食

も
一
週
間
で
小
麦
ば
か
り
の
主
食
、
次
は
高
粱
ば
か
り

の
主
食
、
次
に
は
籾
交
じ
り
の
米
食
も
あ
っ
た
。
こ
れ

が
一
週
間
ご
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
ま
た
作
業
場
に

て
ノ
ル
マ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
者
も
監
督
が
名
指
し
で

十
五
、
六
人
あ
り
、
そ
の
者
は
パ
ン
が
四
〇
〇
グ
ラ
ム

だ
が
、
我
が
班
は
全
員
に
少
し
ず
つ
で
も
分
け
合
っ
て

食
べ
た
。
我
ら
の
所
は
寒
く
て
草
も
出
る
の
が
遅
い
が
、

出
る
と
作
業
場
で
火
を
焚
く
の
で
食
べ
ら
れ
る
。
草
な

ら
何
で
も
飯
盒
の
ス
ー
プ
の
中
に
入
れ
て
焚
い
た
。
塩

分
が
な
い
の
で
味
も
な
い
が
腹
の
足
し
に
し
た
。
作
業

場
か
ら
帰
路
に
ソ
連
の
官
舎
の
近
く
を
通
る
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
皮
が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
付
け
て
持
っ
て
帰
り
、

ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
て
食
べ
た
。
皆
が
見
て
い
る
の
で
分

け
て
食
べ
た
が
、
自
分
な
が
ら
哀
れ
だ
っ
た
。 

⑧
休
日
は
日
曜
ご
と
に
あ
っ
た
が
、
皆
シ
ラ
ミ
つ
ぶ
し
と

南
京
虫
退
治
で
大
変
だ
っ
た
。
疲
れ
て
い
る
の
で
ご
ろ

寝
し
て
、
食
物
の
話
や
い
つ
帰
れ
る
か
分
か
ら
な
い
話

ば
か
り
し
て
い
た
。
私
は
製
材
所
の
ボ
イ
ラ
ー
係
を
し

て
い
た
。
休
日
に
な
る
と
ソ
連
の
ボ
イ
ラ
ー
係
が
休
み
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た
い
が
、
ボ
イ
ラ
ー
を
冷
や
す
と
大
変
困
る
の
で
、
一

日
中
ボ
イ
ラ
の
見
守
り
に
行
っ
た
事
も
何
回
か
あ
っ
た

が
、
そ
の
た
ん
び
に
ロ
助
の
女
達
が
洗
濯
の
お
湯
を
く

れ
と
頼
む
の
で
、
作
業
は
し
な
い
が
中
々
大
変
だ
っ
た
。

二
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
休
日
に
演
芸
を
や
れ
と
言
わ
れ

て
歌
を
う
た
っ
た
り
落
語
し
た
り
し
た
。
碁
、
将
棋
は

道
具
が
な
い
の
で
で
き
な
い
。
五
、
六
回
は
や
っ
た
が
、

皆
疲
れ
切
っ
て
い
る
の
で
た
だ
寝
そ
べ
っ
て
昔
の
話
や

食
べ
る
話
や
、
い
つ
帰
れ
る
か
の
話
を
す
る
だ
け
だ
っ

た
。 

⑨
板
造
り
の
平
屋
の
バ
ラ
ッ
ク
建
、
中
は
土
間
で
、
両
側

に
板
で
上
下
二
段
の
二
人
用
「
幅
一
二
〇
セ
ン
チ
」
程

で
、
何
し
ろ
二
人
が
く
っ
つ
い
て
寝
る
ベ
ッ
ド
に
七
〇

セ
ン
チ
程
あ
け
て
ま
た
ベ
ッ
ド
で
、
そ
れ
が
片
側
に
二

十
五
個
ず
つ
で
五
十
個
、
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
中
通
路

で
二
百
人
、
両
側
入
り
口
に
ド
ラ
ム
缶
を
横
に
し
た
薪

ス
ト
ー
ブ
一
個
ず
つ
、
石
油
ラ
ン
プ
三
個
。
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
の
者
は
暖
か
い
が
、
下
の
ベ
ッ
ド
や
中
程
の
人

達
は
寒
く
て
寝
ら
れ
な
い
。
た
だ
疲
れ
て
知
ら
ぬ
間
に

寝
る
だ
け
。
通
路
に
板
造
り
の
机
を
並
べ
て
食
事
は
そ

こ
で
取
る
。
ト
イ
レ
は
外
に
大
き
な
タ
ル
を
置
き
、
そ

れ
に
足
す
。
全
部
凍
る
の
で
翌
日
使
役
が
出
て
氷
を
割

り
縄
モ
ッ
コ
で
運
び
捨
て
る
。
零
下
四
〇
度
の
外
の
ト

イ
レ
で
体
が
冷
え
中
々
寝
ら
れ
な
い
。
大
変
だ
っ
た
。 

⑩
民
主
化
教
育
は
、
私
が
二
十
二
年
六
月
ダ
モ
イ
ま
で
は

作
業
の
行
き
帰
り
に
「
赤
旗
の
歌
」
を
唄
わ
さ
れ
た
り

共
産
党
の
パ
ン
フ
を
読
ま
さ
れ
た
り
し
た
。
ソ
連
に
は

自
由
も
な
く
土
地
も
家
も
財
産
も
日
用
品
も
全
部
国
か

ら
の
貸
与
品
で
、
す
べ
て
平
等
だ
と
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
。
ま
た
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
は
ソ
連
国
の
監
獄
で
、

我
等
の
収
容
所
の
所
長
も
監
督
も
作
業
員
も
皆
有
刑
務

者
で
、
一
番
重
い
の
が
思
想
犯
で
二
十
五
年
か
ら
二
十

年
、
十
五
年
、
七
年
、
三
年
と
色
々
。
ま
た
こ
こ
で
何

か
罪
を
重
ね
て
な
か
な
か
家
族
と
共
に
暮
ら
せ
な
い
、

ま
た
「
ゲ
ペ
ウ
」
国
の
見
張
り
役
が
絶
え
ず
見
回
る
の

で
ウ
カ
ツ
に
話
も
で
き
な
い
と
、
彼
ら
ロ
助
達
は
皆
我

ら
に
話
す
。
ま
た
こ
こ
に
い
る
ソ
連
兵
も
程
度
の
悪
い

の
が
回
さ
れ
て
く
る
ら
し
い
。
日
本
兵
は
彼
ら
の
日
頃
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の
不
満
の
捌
け
口
に
な
っ
た
事
に
な
る
。 

⑪
丸
一
年
た
っ
た
頃
よ
り
、
朝
の
点
呼
も
作
業
の
点
呼
も

我
が
隊
長
が
す
る
よ
う
に
な
り
、
寒
い
点
呼
も
楽
に
な

る
。
特
に
体
の
悪
い
時
は
隊
長
の
交
渉
に
て
多
少
の
休

み
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

⑫
我
が
収
容
所
で
は
、
な
ん
と
し
て
も
日
本
に
帰
り
た
い

の
思
い
が
強
か
っ
た
の
か
色
々
事
件
も
あ
っ
た
が
、
お

互
い
に
か
ば
い
合
っ
て
ソ
連
人
に
は
知
ら
せ
ず
守
り
合

っ
た
の
で
体
罰
は
知
ら
な
い
。 

  

九
、
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
の
意
識 

①
二
年
間
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
飢
え
と
寒
さ
と
重
労
働
に

耐
え
な
が
ら
、
頭
も
悪
く
嘘
を
平
気
で
つ
く
ソ
連
は
良

い
国
に
は
と
う
て
い
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
そ
れ
に
引
き

換
え
、
負
け
て
も
我
が
日
本
は
何
と
良
い
立
派
な
国
か

と
思
う
。
無
事
に
日
本
へ
帰
り
、
日
本
の
為
に
頑
張
り

た
い
の
一
心
だ
っ
た
。 

②
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
終
戦
に
な
り
、
自
ら
武
器
を
捨
て
無

抵
抗
な
我
々
を
強
制
拉
致
し
て
寒
い
シ
ベ
リ
ア
で
虫
け

ら
の
よ
う
に
労
働
さ
せ
ら
れ
、
終
戦
な
ん
て
一
度
も
知

ら
な
い
。
我
ら
は
新
聞
も
ラ
ジ
オ
も
な
く
日
本
国
内
の

事
は
一
切
分
か
ら
ず
、
ロ
助
達
の
デ
マ
話
に
悪
い
事
し

か
頭
に
入
ら
ず
、
神
も
仏
も
な
い
の
か
、
何
と
し
て
も

体
を
大
事
に
保
ち
故
郷
に
帰
り
た
い
の
一
心
だ
っ
た
。 

③
心
身
共
に
疲
れ
果
て
た
我
々
は
、
生
き
る
為
に
身
を
保

つ
よ
う
に
少
し
で
も
食
物
を
と
、
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で

は
夏
四
カ
月
程
し
か
虫
も
草
も
生
き
な
い
が
、
少
し
で

も
あ
れ
ば
取
り
ス
ー
プ
に
入
れ
主
食
の
足
し
に
し
、
ま

た
松
の
苔
を
取
り
焼
い
て
食
べ
た
。
ま
た
ソ
連
の
官
舎

の
そ
ば
を
通
る
と
芋
の
皮
が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
て
拾

っ
て
帰
り
焼
い
て
食
べ
る
。
そ
れ
こ
そ
恥
も
外
聞
も
な

く
保
身
に
努
め
た
。 

  

十
、
帰
還 

①
昭
和
二
十
二
年
四
月
頃
、
何
回
か
の
身
体
検
査
に
「
オ

カ
」
四
級
で
軽
作
業
と
な
り
所
内
の
薪
造
り
な
ど
し
て

い
た
ら
、
お
前
達
は
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
も
う
用
が

な
い
、
東
京
ダ
モ
イ
だ
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
嘘
と
思
っ
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た
が
私
物
を
ま
と
め
た
。 

②
ま
た
ど
こ
か
の
収
容
所
へ
回
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
駅
ま

で
歩
き
、
二
段
の
有
蓋
貨
車
に
乗
っ
た
。
今
度
は
監
視

兵
も
な
く
、
私
に
こ
の
貨
車
の
長
に
な
れ
と
指
名
さ
れ
、

駅
、
駅
で
三
度
の
食
事
に
当
番
を
出
し
た
り
、
点
呼
も

ト
イ
レ
も
私
で
で
き
た
。
ま
た
時
に
は
外
に
出
し
て
軽

い
体
操
も
し
て
、
何
と
な
く
明
る
く
二
日
程
で
駅
に
着

き
、「
ダ
ワ
イ
」
と
降
ろ
さ
れ
、
見
れ
ば
海
に
日
の
丸
の

つ
い
た
船
が
い
る
。
ナ
ホ
ト
カ
だ
っ
た
。 

③
船
は
米
山
丸
で
、
全
員
、
病
人
と
四
級
の
半
病
人
な
の

で
無
事
乗
船
で
き
た
。 

④
出
港
の
ド
ラ
の
音
で
静
か
に
港
を
離
れ
た
時
、
今
度
こ

そ
本
当
に
帰
れ
る
ん
だ
と
思
わ
ず
涙
が
流
れ
た
。
全
員

体
の
悪
い
人
や
半
病
人
な
の
で
静
か
だ
っ
た
。
ま
た
看

護
婦
に
聞
け
ば
帰
還
は
今
年
の
春
か
ら
で
、
病
人
か
ら

先
に
帰
ら
れ
て
、
貴
方
達
も
早
い
方
で
す
よ
と
。
運
良

く
帰
れ
て
、
戦
友
よ
、
ス
マ
ナ
イ
と
手
を
合
わ
す
。 

⑤
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
昼
頃
、
な
つ
か
し
い
日

本
の
舞
鶴
へ
入
港
、
上
陸
。
復
員
業
務
を
終
え
我
が
家

へ
。 

  

十
一
、
帰
国
後
の
生
活 

①
家
に
落
ち
着
い
て
、
も
う
私
は
は
や
三
十
歳
だ
、
人
生

の
楽
し
い
二
十
歳
代
は
軍
隊
と
抑
留
者
生
活
で
も
う
戻

っ
て
は
来
な
い
。
終
戦
後
で
何
も
な
い
時
、
私
は
次
男

だ
か
ら
と
家
を
建
て
る
事
に
な
り
、
体
を
休
め
る
暇
も

な
く
眼
鏡
製
作
と
家
を
建
て
る
基
礎
造
り
と
大
変
だ
っ

た
。
幸
い
に
四
人
の
男
兄
弟
が
皆
軍
隊
へ
行
っ
た
の
に

皆
無
事
で
帰
っ
た
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て
何
と
か
生
活

が
で
き
た
。 

②
私
は
分
家
な
の
で
畳
や
建
具
や
タ
ン
ス
等
何
も
な
い
。

一
人
立
ち
で
辛
い
事
も
あ
っ
た
が
、
抑
留
時
代
の
事
を

思
い
出
し
て
が
ん
ば
っ
た
。
な
お
、
途
中
で
眼
鏡
作
業

も
景
気
が
悪
く
て
、
兄
弟
四
人
も
ば
ら
ば
ら
に
仕
事
を

変
え
て
私
一
人
任
せ
に
な
っ
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
事
を

思
い
出
せ
ば
辛
く
な
か
っ
た
。
ま
た
私
の
家
内
は
、
大

事
な
二
十
歳
代
に
ソ
連
で
栄
養
不
良
に
な
っ
た
身
、
大

事
に
し
な
い
と
老
後
が
大
変
だ
と
食
事
に
色
々
と
気
を
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配
っ
て
く
れ
、
お
陰
様
で
大
し
た
病
気
も
せ
ず
元
気
で

今
日
を
迎
え
て
い
る
。 

 

日
本
に
は
自
由
あ
り
、
希
望
あ
り
、
苦
労
が
皆
自
分

の
財
産
に
な
る
。
こ
ん
な
に
有
難
い
国
に
生
ま
れ
て
何

て
幸
せ
だ
と
喜
ん
で
い
る
。 

私
の
シ
ベ
リ
ア
物
語 

岐
阜
県 

葛
口 

宗
一
（
旧
姓
・
中
村
） 

  

地
獄
・
極
楽
・
指
の
先 

十
月
、
十
一
月
と
寒
く
な
る
に
つ
れ
、
収
容
所
で
は
飢

え
と
寒
さ
で
病
人
が
続
出
し
、
作
業
人
員
が
極
度
に
減
少

し
て
く
る
と
、
三
カ
月
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
身
体
検
査
が
、

あ
る
日
突
然
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
労
働
係
将
校
は
、

足
り
な
い
人
間
を
充
足
す
る
た
め
、
体
力
回
復
し
た
人
間

を
一
人
で
も
多
く
確
保
し
た
い
た
め
、
そ
の
日
の
作
業
出

発
を
遅
ら
せ
検
査
と
な
る
。 

普
通
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
健
康
診
断
な
ん
て
も
の
で

は
な
い
。
疾
病
の
発
見
や
、
体
力
の
強
弱
を
見
て
予
防
措

置
を
と
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
な
く
、

労
働
の
適
格
性
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
自
分
た
ち
の
こ

れ
か
ら
三
カ
月
の
運
命
を
決
め
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。 

検
査
に
よ
っ
て
一
級
・
二
級
・
三
級
と
区
分
さ
れ
、
そ




